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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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ご
ざ
い
ま
す
。

新
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を
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し
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を
ご
家
族
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揃
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に
て
お
迎
え
に
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ま
し
た

に
て
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

げ
ま
す
。

昨
年
は
「
巳
年
」
で
「
新
し

昨
年
は
「
巳
年
」
で
「
新
し

い
こ
と
の
始
ま
る
年
」
と
申
し

い
こ
と
の
始
ま
る
年
」
と
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
政
治
に
お
い

上
げ
ま
し
た
が
、
政
治
に
お
い

て
は
参
議
院
選
挙
を
経
て
多
政

て
は
参
議
院
選
挙
を
経
て
多
政

党
時
代
と
な
り
、
女
性
総
理
誕

党
時
代
と
な
り
、
女
性
総
理
誕

生
は
日
本
憲
政
史
上
初
め
て
の

生
は
日
本
憲
政
史
上
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
保
守
色

こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
保
守
色

の
強
い
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

の
強
い
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

し
た
。

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
は

私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
は

米
の
値
段
が
急
騰
し
、
こ
れ
ま

米
の
値
段
が
急
騰
し
、
こ
れ
ま

で
の
倍
の
価
格
で
販
売
さ
れ
、

で
の
倍
の
価
格
で
販
売
さ
れ
、

備
蓄
米
の
放
出
と
い
う
異
例
の

備
蓄
米
の
放
出
と
い
う
異
例
の

対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
は

対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
は

こ
れ
ま
で
主
食
と
し
て
唯
一
自

こ
れ
ま
で
主
食
と
し
て
唯
一
自

給
率
の
高
い
作
物
で
し
た
が
、

給
率
の
高
い
作
物
で
し
た
が
、

そ
の
実
情
は
水
田
農
家
の
平
均

そ
の
実
情
は
水
田
農
家
の
平
均

年
齢
が

年
齢
が
7575
歳
を
超
え
、
農
協
の

歳
を
超
え
、
農
協
の

取
り
扱
い
が
５
割
を
切
る
状
況

取
り
扱
い
が
５
割
を
切
る
状
況

下
で
は
国
の
統
制
力
は
及
ば

下
で
は
国
の
統
制
力
は
及
ば

ず
、
消
費
の
主
体
も
家
庭
か
ら

ず
、
消
費
の
主
体
も
家
庭
か
ら

外
食
産
業
な
ど
へ
と
移
っ
て
い

外
食
産
業
な
ど
へ
と
移
っ
て
い

る
の
で
す
。

る
の
で
す
。

そ
し
て
、
気
象
の
変
化
で

そ
し
て
、
気
象
の
変
化
で

す
。
日
本
は
も
と
も
と
南
北
に

す
。
日
本
は
も
と
も
と
南
北
に

縦
長
の
国
土
の
た
め
亜
熱
帯
か

縦
長
の
国
土
の
た
め
亜
熱
帯
か

ら
温
帯
そ
し
て
北
海
道
は
亜
寒

ら
温
帯
そ
し
て
北
海
道
は
亜
寒

帯
と
い
う
気
候
区
分
で
、
世
界

帯
と
い
う
気
候
区
分
で
、
世
界

で
も
珍
し
く
四
季
が
は
っ
き
り

で
も
珍
し
く
四
季
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
国
で
し
た
が
、
酷
暑

し
て
い
る
国
で
し
た
が
、
酷
暑

期
間
の
拡
大
、
ス
コ
ー
ル
の
よ

期
間
の
拡
大
、
ス
コ
ー
ル
の
よ

う
な
線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど

う
な
線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど

気
候
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が

気
候
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
特
に
海
へ
の
影
響

あ
り
ま
す
。
特
に
海
へ
の
影
響

は
大
き
く
サ
ケ
が
不
漁
の
原
因
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大
き
く
サ
ケ
が
不
漁
の
原
因
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な
る
海
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温
の
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昇
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温
の
上
昇
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放
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し
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稚
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の
成
育
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し
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の
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育

に
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温
が
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さ
な
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っ
て

に
海
水
温
が
適
さ
な
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っ
て

い
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こ
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が
判
っ
て
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ま
し

い
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こ
と
が
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っ
て
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ま
し
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大
昔
に
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海
道
の
漁
業
を

た
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海
道
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を
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え
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シ
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え
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よ
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の
か
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し
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せ
ん
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も
し
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工
場
が
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年
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末
を
も

工
場
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和
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３
月
末
を
も

っ
て
生
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を
終
了
す
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と
発
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っ
て
生
産
を
終
了
す
る
と
発
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さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
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さ
れ
た
こ
と
は
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き
な
驚
き
で

し
た
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集
乳
所
か
ら
始
ま
る

し
た
。
集
乳
所
か
ら
始
ま
る
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年
の
歴
史
を
有
し
、
興
部
酪
農

年
の
歴
史
を
有
し
、
興
部
酪
農

を
支
え
て
き
た
工
場
で
す
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過

を
支
え
て
き
た
工
場
で
す
。
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去
に
は
名
寄
工
場
を
統
合
し
て

去
に
は
名
寄
工
場
を
統
合
し
て
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万
ト
ン
の
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製
造
を
目

万
ト
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目
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し
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と
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あ
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し
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あ
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ま
し
た
が

幌
延
工
場
に
再
統
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さ
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幌
延
工
場
に
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統
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さ
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に
は
粉
乳
の
製
造
も
停

年
に
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粉
乳
の
製
造
も
停
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し
て
練
乳
の
み
の
製
造
工
場

止
し
て
練
乳
の
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の
製
造
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な
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て
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ま
し
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し
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。
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・
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協
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Ｊ
Ａ
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商
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上
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持
つ
ホ
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協
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あ
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と
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れ
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。
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し
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て
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８
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午

さ
て
、
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８
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午
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あ
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ま
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も
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あ
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ま
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。
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の
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を
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い
と
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、
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す
る
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す
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と
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す
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き
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困
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で
あ
っ
て
も

す
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き
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困
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て
も

原
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応
策
が

原
因
が
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か
れ
ば
、
対
応
策
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討
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湧
い
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討
で
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す
し
知
恵
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湧
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ま
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ロ
ナ
後
の
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ま
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。
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後
の
数
年
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が
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し
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経
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が
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し
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ま

昨
年
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状
況
が
改
善
し
て
ま
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し
た
。
漁
業
も
、
海
水
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し
た
。
漁
業
も
、
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水

温
上
昇
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
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上
昇
の
原
因
と
言
わ
れ
て
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る
黒
潮
の
大
蛇
行
が
終
了
し
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る
黒
潮
の
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蛇
行
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了
し
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こ
と
で
、
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の
よ
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な
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こ
と
で
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後
ど
の
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な
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あ
る
の
か
見
極
め
が
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要

化
が
あ
る
の
か
見
極
め
が
必
要

で
す
。

で
す
。

昨
年
か
ら
建
設
を
始
め
て
い

昨
年
か
ら
建
設
を
始
め
て
い

ま
す
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
建

ま
す
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
建

設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
子

設
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
子

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て

育
て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て

今
年
今
年
1010
月月
1919
日
開
園
の
運
び
で

日
開
園
の
運
び
で

す
。
ま
た
、
病
院
お
よ
び
高
齢

す
。
ま
た
、
病
院
お
よ
び
高
齢

者
の
介
護
や
住
ま
い
づ
く
り
に

者
の
介
護
や
住
ま
い
づ
く
り
に

つ
い
て
の
住
民
懇
談
会
を
こ
の

つ
い
て
の
住
民
懇
談
会
を
こ
の

春
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
病
院

春
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
病
院

の
運
営
体
制
も
含
め
て
医
療
・

の
運
営
体
制
も
含
め
て
医
療
・

介
護
の
在
り
方
や
高
齢
者
の
暮

介
護
の
在
り
方
や
高
齢
者
の
暮

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を

ら
し
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を

伺
い
、
次
期
介
護
保
険
計
画
な

伺
い
、
次
期
介
護
保
険
計
画
な

ど
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い

ど
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

技
能
実
習
生
を
は
じ
め
海
外

技
能
実
習
生
を
は
じ
め
海
外

か
ら
の
担
い
手
は
２
０
０
人
台

か
ら
の
担
い
手
は
２
０
０
人
台

へ
と
増
加
し
て
い
て
水
産
・
酪

へ
と
増
加
し
て
い
て
水
産
・
酪

農
・
建
設
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て

農
・
建
設
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
介
護
に
も
雇

い
ま
す
。
今
年
は
介
護
に
も
雇

用
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
言
葉

用
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
言
葉

の
問
題
や
子
供
の
教
育
を
は
じ

の
問
題
や
子
供
の
教
育
を
は
じ

め
安
心
し
て
働
い
て
頂
け
る
よ

め
安
心
し
て
働
い
て
頂
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
皆
様
が
今
年

結
び
に
、
町
民
皆
様
が
今
年

も
ご
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

も
ご
健
康
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
と
、
す
べ

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
と
、
す
べ

て
の
生
業
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

て
の
生
業
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
令
和
８８
年年
のの
新
春
新
春
をを
寿寿こ

と
ほ

こ
と
ほ

ぎぎ

興
　
部
　
町
　
長
　

興
　
部
　
町
　
長
　
硲
　
　
　
一
　
寿

硲
　
　
　
一
　
寿
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
令

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
令

和
８
年
の
幕
開
け
を
迎
え
、
議

和
８
年
の
幕
開
け
を
迎
え
、
議

会
を
代
表
し
謹
ん
で
新
年
の
ご

会
を
代
表
し
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深

り
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
議
員
一
同
心
よ
り
厚
く

賜
り
、
議
員
一
同
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
的
に
温
暖
化

昨
年
は
、
全
国
的
に
温
暖
化

の
影
響
を
受
け
て
、
豪
雪
・
豪

の
影
響
を
受
け
て
、
豪
雪
・
豪

雨
・
山
火
事
な
ど
多
く
の
災
害

雨
・
山
火
事
な
ど
多
く
の
災
害

や
北
海
道
で
も
初
め
て
の
線
状

や
北
海
道
で
も
初
め
て
の
線
状

降
水
帯
が
発
生
し
、
全
国
各
地

降
水
帯
が
発
生
し
、
全
国
各
地

で
大
変
な
被
害
と
な
り
ま
し

で
大
変
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
は
猛
暑
の
年
で
も
あ

た
。
昨
年
は
猛
暑
の
年
で
も
あ

り
、
年
々
そ
の
度
合
い
が
増
し

り
、
年
々
そ
の
度
合
い
が
増
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
興

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
興

部
町
は
暑
さ
を
除
け
ば
比
較
的

部
町
は
暑
さ
を
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。
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。
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９
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９
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を
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広報おこっぺ　２０２６年１月号 （4）

話題・出来事など情報をお待ちしておりますおこっぺの
できごと

町長日誌町長日誌
町長日誌の第 266 号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を
� 町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

№266

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、役場
窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。不明な点は、
総務課総務係まで。ＴＥＬ８２・２１３１です。

さて、この日誌が読まれる頃は皆様お揃いで新年をお迎えのことと思います。
今年も一年間お世話になりました。令和8年午年が素晴らしい年になります

よう心からお祈り申し上げます。新年のご挨拶は広報「年頭のご挨拶」に代え
させて頂きます。どうか良いお年を！ では、また来年。

 12月11日（木曜日）PM3：00
今日から二日間の日程で今年最後の第 4回定例議会が始まりました。多くの傍聴者が来場され、午前中は

3名の議員から一般質問がありました。それぞれが今後の町政にとって重要なテーマであり、来年度予算に
も関係する内容でした。今回の傍聴者は女性が多く「また、来ようかな」という声も聞かれました。平日な
ので、お仕事の方も多いと思いますが、議会では何を話し合っているのか多くの皆様に見て頂きたいと思っ
ています。議会が終わると、来週 16日（火曜日）から名寄市立総合病院・旭川医大・札幌医大・北海道地
域医療振興財団へ挨拶回りに出向きます。すでに来年度の医師派遣が決まりましたので、そのお礼も兼ねて
の暮れのご挨拶です。その後、道庁建設部と一緒に東京に向かい来年度の道路関係予算のお礼に関係議員を
回ります。また、24日には畜産酪農対策が 19日に決まることから午前中に農林水産省にお礼のご挨拶、午
後には雪印メグミルク本社で社長と面談の予定で、生産中止の撤回を強く要望する予定です。さて、国が行
う経済対策ですが、他町では 12月議会で決めるところもありますが、本町は 1月の臨時議会で内容を決め
る予定です。国から示されている予算は約 8千万円程度とあまり大きな予算ではないので、どのような配分
が効果的か思案しているところです。

 11月29日（土曜日）
紋別市で「オホーツク海と流氷の勉強会」が開催されました。この勉強会は気象庁と海上保安庁の合同開

催です。流氷とオホーツク海の気象について二つの省庁が一緒に説明することは初めてのことと思います。
実は、流氷の状況（氷の厚さや大きさなど）は人工衛星では細かなところまでは解らず、紋別のオホーツク
タワー、漁協などの現場の情報を元にして詳細な流氷情報を作成しているとのことでした。以前、漁業者か
ら聞いた話では「毛ガニ漁の始まりの時期には海中にある氷塊が漁の妨げになる、ぶつかれば船が破損する」
と言う事でした。つまり海中に沈むような流氷はレーダーなどでも把握できないことから気象庁が発表して
いる流氷情報は安全面も考慮して少しオーバーな形で表現された情報となっているとのことでした。しかし、
流氷の多い少ないが海中のプランクトン発生量などにも影響することから、参加した漁業関係者からは様々
な質問が出されていました。

 12月6日（土曜日）
札幌市内で札幌医大放射線治療学科教授の就任祝賀会に出席しました。放射線治療学科は興部国保病院に

堀先生が院長として赴任されてから、当時の晴山教授がご縁があった「堀を応援してやれ」と言ってくださ
ったことから土日の宿日直医としてこれまで 20年近く応援していただいています。この度、就任された染
谷教授は堀院長と医大の同期と言う事もあってお祝いに駆け付けました。こんなに長い期間派遣して頂ける
ことは大変にありがたく、お陰で常勤医師の休みも確保できているのです。



広報おこっぺ　２０２６年１月号（5）

話題・出来事など情報をお待ちしておりますおこっぺの
できごと

第11回『ふれあい広場』が開催されました！

エア・ウォーター・ライフソリューション
㈱道東支店興部サービスセンターより

ブランケットとトイレットペーパーの寄贈がありました

令和 7 年 10 月 3 日、興部町公民館で、興部町地域づくりサポートの会による「ふれあい広場」が開催
されました。当日は町民やボランティア、サポートの会会員、包括支援センター職員など、約 60 名の方が
参加され、サポートの会の有坂会長の挨拶を皮切りに、ゲームや会食を通じて交流を深めました。今回はボ
ランティアの皆さんの協力のもと、コロナ過で一時中断していた大人気の手作りカレーライスも復活し、昼
食時には皆でテーブルを囲みながら「美味しいね」と会場中に笑顔が広がりました。

11 月 13 日、エア・ウォーター・ライフソリュー
ション㈱道東支店興部サービスセンターより、これか
らの季節に役立つブランケット 50 枚と合格祈願のト
イレットペーパー 100 個が興部中学校へ寄贈されま
した。「受験生に使ってもらい、受験勉強を頑張って
もらいたい」との思いから、平成 27 年度より毎年寄
贈していただいております。

エア・ウォーター・ライフソリューション㈱道東支
店興部サービスセンターのご厚情に感謝いたしますと
ともに、厚くお礼申し上げます。



広報おこっぺ　２０２６年１月号 （6）

話題・出来事など情報をお待ちしておりますおこっぺの
できごと

元日本ハムファイターズ立石投手の野球教室開催！

阿部健太朗さん　国際大会（野球）出場！

11 月 15 日、元日本ハムファイターズ立石投手による、少年野球の興部ファイターズと興部中学校野球
部の選手を対象に野球教室が行われました。

興部ファイターズの選手 16 名、興部中学校の選手 3 名に対し、準備運動・キャッチボール・守備・バッ
ティングを指導されました。

指導は、技術だけではなく、ひとつひとつの動きを丁寧に行うこと、話を聞く姿勢の大切さなどを伝え、
選手たちも元プロ野球選手の指導を熱心に受けていました。

阿部健太朗さん（興部中学校 3 年）、が所属しているオホーツク Amigo
が 8 月 16 日から新十津川町で開催された「第 2 回日韓交流Ｕ ‐ 15 野球大

会北海道予選」で優勝し、11 月 1 日から韓
国ソウル市で開催された「日韓親睦交流選抜
大会」に北海道代表として出場してきました。

ソウル徳寿、ソウル城南、ソウル道東中学
校と対戦し、全員野球で 2 勝 1 敗と好成績
を残しました。

初めての海外遠征で緊張もありましたが、
野球を通じて韓国の選手と国境を越えた交流
を図れた経験は選手たちにとって大きな財産となったと思います。



広報おこっぺ　２０２６年１月号（7）

話題・出来事など情報をお待ちしておりますおこっぺの
できごと
北朝鮮人権侵害問題啓発パネル展が開催されました

チャリティー演芸会開催！

12 月 4 日から 10 日まで、興部町中央公民館ロビーにて、北朝鮮人権侵害問題啓発パネル展が開催され
ました。

このパネル展は、国民の間に広く拉致問題などへの関心と認識を深めるために毎年行われています。
また、「はまなす幼稚園」、「興部保育所」、「沙留保育所」の子供たちによる、人権イメージキャラクターの「人

権まもるくん・あゆみちゃん」のぬりえも展示されました。

12 月 7 日、総合センターにおいて、興部町文
化連盟主催による第 37 回町民チャリティー演芸
会が開催されました。

この演芸会は、警察や文化団体など 12 組が参
加し、音楽やバレエ、演武など日頃から活動して
いる文化活動の成果を披露し、発表が終わるたび
に、会場からは大きな拍手が送られました。

また、すべての演目が終わった後のお楽しみ抽
選会では、数多くの景品が用意され、当選された
方からは笑顔がこぼれていました。

チャリティー演芸会の収益金は赤い羽根共同募金に寄付し、社会福祉に貢献することを目的に開催されて
います。
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□町税を納期内に納入できない事情のある方は、税務財政課税務係に相談ください。
□納期限を過ぎても町税が納入されないときは、地方税法に基づき督促状を送付します。
　※�督促状送付後 14日間程度、納付または連絡のない場合は、納税の誠意なきものとして、

国税徴収法および地方税法に基づき、財産調査のうえ、差し押さえる場合があります。
□�固定資産の異動、特に家屋の新築や取り壊しがあった場合や軽自動車に異動があった場合
は速やかに届出をしてください。

　※町税に関する問合せは、税務財政課税務係へ（℡ 82－ 2550）
□国民健康保険への加入、脱退の異動手続は、2週間以内に行ってください。
　※国保手続きに関するお問合せは、介護支援課保険医療係へ
� 　（℡ 82－ 4140）　　　　　　　　　　　　

町税納期のお知らせ
今月は、国民健康保険税 ７期（納期限 ２月２日）の納期です。

興部ロータリークラブからはまなす幼稚園へ！

12 月７日、中央公民館で行われたはまなす
幼稚園クリスマス祝会のプレゼントとして、興
部ロータリークラブからは
まなす幼稚園の園児たちに
絵本を読んでほしいと、阿
部会長から小山園長に目録
が手渡されました。
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興部町立興部中学校興部町立興部中学校
本 校 の 教 育 目 標　「主体的に学び、心豊かに、たくましく生きる生徒の育成」
令和７年度重点目標　「Challenge ＆ Change」

【教育活動・今年度の取り組みから】

　修学旅行 ８/26 〜８/29
　3年生が札幌・ニセコ方面へ修学旅行に行
きました。北海道大学でのＰＲ興部活動やエ
スコンフィールド見学、上級学校訪問、ウポ
ポイ見学などを行い有意義な 4日間を過ごす
ことができました。

　興中祭 10/19
　10 月 19 日（日曜日）に第 8回興中祭を開
催しました。今年は和太鼓演奏、全学年の舞
台発表、合唱コンクール、展示発表などを行
いました。何週間も前から練習に取り組み、
当日はとても意義深い興中祭となりました。
ご来校いただいた保護者・地域の皆さまあり
がとうございました。

　体験学習 ８/26
　1年生は紋別生涯学習センターで体験学習
を行いました。飯盒炊飯やボルダリング、キ
ンボールなどを行い仲間との交流を深めるこ
とができました。

　宿泊研修 ８/21 〜８/22
　2年生はネイパル北見にて宿泊研修を行い
ました。フォトラリーや原始火起こし体験、
野外炊飯など貴重な体験をすることができま
した。

　　芸術鑑賞芸術鑑賞  99/1111
　劇団影法師による影絵劇（皮影戯）「西遊記」
を鑑賞しました。皮影戯とは中国に伝わる伝
統的な影絵で、生徒たちは皆その世界観に魅
了されていました。
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　冬期間における道路の除雪作業は、通勤通学等の日常生活に支障をきたさないため、
また交通安全の面からも大変重要な作業です。迅速かつ円滑な除雪作業を行うために、
町民の皆さんのご協力が必要ですので、ご理解くださいますようお願い致します。

●車道や歩道への雪だしはやめましょう！
　自家敷地内の積雪を道路上に押し出すと、交通の妨げとなり、事故を誘発する恐れ
がありますので、自家敷地内から道路へ雪を出す行為はやめましょう。

●除雪作業中は大変危険です！
　除雪作業車は大型で、作業中は特に危険なので、他車両、歩行者は注意してください。

●落雪に注意してください！
　屋根には丈夫な雪止めを付け、定期的に点検し、維持してください。
　雪おろしを早めに実施し、おろす時は歩行者に注意してください。

●路上駐車はやめましょう！
　除雪作業の支障となりますので、ご協力をよろしくお願いします。
　故障等で駐車する時には、雪に覆われて確認できない場合もありますので、赤旗を
上げるか、興部町役場建設課まで、場所と位置を連絡してください。

●歩道の上がり台は取り除きましょう！
　車両出入り口の縁石の段差に鉄板や角材を置いている場合は、
雪に隠れて見えなくなると除雪車に跳ね飛ばされ危険ですので、
また除雪車の破損にも繋がりますので、必ず取り除いてください。

　問い合わせ先　興部町役場　建設課　管理・車両係
　　　　　　　　TEL　８２－２１６６　　FAX　８２－４０５８

除
雪
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
!!

　公益財団法人国際青少年研修協会では、『第 50回ちびっこ探険学校ヨロン島』の参加者を全国より募
集しています。この事業は、沖縄に近い南の島『ヨロン島』のサンゴ礁の海と美しい自然の中で、全国か
ら参加する仲間（日本人・外国人）との民宿での共同生活や、様々な野外活動（海水浴、イカダ作り＆イ
カダこぎ、さとうきび刈り＆絞り、洞窟探険など）を通して言葉や習慣の違いを乗り越え、友達作りの楽
しさ（コミュニケーション力）を知り友情を深め、お互いに協力し助け合い（協調性）、積極的にチャレ
ンジする心（自主性）や国際感覚を養う良い機会です。

　①期　　間　2026 年 3 月 27 日（金曜日）～ 4 月 2 日（木曜日）　6 泊 7 日
　②場　　所　鹿児島県大島郡与論町
　③説 明 会　※説明会（対面式・オンライン）の詳細につきましては
　　　　　　　　本会までお問い合わせください。
　④定　　員　日本人小学生 130 名、外国人小学生 50 名（小学 2年生～ 6年生：2026 年 2月末）
　⑤申込締切　2026 年 3 月 5 日（木曜日）（お申込順にて受付いたします）
　⑥出発地別参加費（道内）

　　　新千歳空港	 233,000 円・女満別空港 233,000 円・旭川空港 233,000 円・帯広空港 233,000 円

公益財団法人 国際青少年研修協会   〒 170-0013 東京都豊島区東池袋 1-18-1Hareza Tower20 階
℡ 03-6825-3130　 FAX 03-6369-3696 　E-mail info＠kskk.or.jp 　HP http://www.kskk.or.jp

資料請求・お申込み・お問合わせ資料請求・お申込み・お問合わせ

南の島で国際交流／野外活動南の島で国際交流／野外活動

第 50 回 第 50 回 ちびっこ探険学校ヨロン島 参加者募集ちびっこ探険学校ヨロン島 参加者募集

 QR コード
（説明会申込）⇒
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警察署からのお知らせ

警察署の機能強化に向けた再編整備計画
令和8年4月1日 警察署が統合されます。

詳細はこちらをご覧ください。（北海道警察本部ホームページにリンクします）

被害を防ぐために押さえておくべきこと

ウイルスに感染してしまうと･･･？

ウイルス感染の手口 “ClickFix （クリックフィックス）”とは
「私はロボットではありません」偽画面に注意！

◆不審なメールなどのリンクをクリックしたり、不審な広告を開いたりしない。
◆認証画面で指示された操作は、意図を考え
　ながら慎重に行う。

ID・パスワードやデータを窃取されるほか、様々な攻撃を受ける原因になる。

▲

パソコンなどの利用者を誘導し、利用者自身に不正コマンドを実行させるサイバー攻撃手口の
　一つである “ClickFix” を観測▲

メールなどから偽の認証画面に誘導　指示どおりに実行するとウイルスに感染

1. クリックすることで不正コマンドがコピーされる。 偽の認証画面の例

2.　　　　　　  ：「ファイル名を指定して実行」欄を表示

3.　　　　　　  ：不正コマンドを貼付

4.　　　　　　  ：不正コマンドを実行

　上記の操作によりウイルスに感染

インターネットバンキングや
クレジットカードの不正利用

企業のシステムに侵入され
ランサムウェア被害

人間であることを確認する
ためにチェックボックスを
オンにして、確認ステップ
を実行してください！

確認ステップ
1.　　キー＋R を押す
2. CTRL+V を押す
3. Enter キーを押す

R+
V+

不正コマンドを貼付

私はロボットではありません

特に に注意！+ R
PowerShell など悪用されがちな
正規プログラムの実行監視や利用
制限による対策をお願いします。

企業のシステム担当者向け
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国 民 年 金国 民 年 金 20歳になったら知って20歳になったら知って
� おきたい年金のはなし� おきたい年金のはなし

日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

国民年金は、老後の暮らしをはじめ、病気やけが
で障害が残ったときや、一家の働き手が亡くなった
ときに、皆で暮らしを支え合うという社会保険の考え方で作られた仕組みです。

日本国内に居住している 20 歳以上 60 歳未満の方は、加入することが義務付けられており、20 歳にな
ると（誕生日からおおむね 2 週間以内）日本年金機構から「基礎年金番号通知書」がお手元に届きます。
この基礎年金番号通知書は、保険料納付の確認や将来年金を受け取る際などに必要になりますので、大切
に保管してください。

国民年金のポイント
　○将来の大きな支えになります！
　　国民年金は 20 歳から 60 歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため、安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
　○老後のためだけのものではありません！
　　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　　障害年金は、病気や事故などで生活や仕事などが制限されるようになったときに受け取ることができます。
　�　また、遺族年金は加入者が亡くなったとき、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶

者」や「子」）が受け取ることができます。

国民年金保険料のお支払い
　○国民年金の保険料
　�　国民年金第 1 号被保険者および任意加入被保険者の 1 カ月当たりの保険料は 17,510 円（令和 7 年度の額）です。
　○「付加年金制度」があります！
　�　定額保険料（17,510 円）に月額 400 円の付加保険料を上乗せして納めると、将来の老齢年金に付加年金

が加算され、年金額を多く受け取れます。
　○「前納割引制度」があります！
　　保険料をまとめて前払い（前納）すると、割引が適用されるのでお得です。
　※�付加保険料および前納は申出月からの開始となりますので、20 歳到達月（20 歳の誕生日の前日が含まれ

る月）からの納付を希望される場合は、年金事務所にお早目にお申し出ください。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
　○「学生納付特例制度」
　�　学生納付特例を受けようとする年度の前年の所得が一定以下の学生が対象で、申請により在学中の保険料

の納付が猶予される制度です。なお、家族の方の所得の多寡は問いません。
　�　対象となる学生とは、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支

援学校、専修学校および各種学校（修業年限 1 年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校（日本国内
にある海外大学の日本分校等であって、文部科学大臣が個別に指定した課程）に在学する方です。

　○「納付猶予制度」
　�　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人および配偶者の前年所得（1 月から 6 月までに
　申請する場合は前々年所得）が一定額以下の場合に保険料の納付が猶予される制度です。

【問い合わせ先】　北見年金事務所　国民年金課　　 （TEL ０１５７―２５―８７０３）※自動音声案内
　　　　　　　　興部町役場　住民課　戸籍年金係（TEL ８２―２１６４）

●日時　２月 18 日（水曜日） 午後１時〜午後５時
　　　　　　  19 日（木曜日） 午前９時〜午後２時 30 分
●場所　紋別市民会館（紋別市潮見町 1 丁目）

２月の年金事務
相談所の開設日程

※�お客様の相談時間を十分確保するため、完全予約制となります。相談予約は電話により相談開設日の1ヶ月前から
受付します。電話予約受付番号 ０１５７－２５－８７０３（北見年金事務所　自動音声案内　1→2）

※ 成人式にご出席の皆様には、パンフレット「知っておきたい年金の
　 はなし」を成人式会場でお渡ししますのでご活用ください。
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興部町ホームページ　　　https://www.town.okoppe.lg.jp/興部町ホームページ　　　https://www.town.okoppe.lg.jp/興部町ホームページ　　　https://www.town.okoppe.lg.jp/興部町ホームページ　　　https://www.town.okoppe.lg.jp/

ご出産おめでとう
　  出生児名　　親の名　　住　所
◎男の子
　雨宮　大

だい

悟
ご

　 俊　輔
有　梨 　北　　興

お悔やみ申し上げます
死亡者氏名	 年齢	 住　所
田村　　章	 63	 旭　　町
服部　壽男	 88	 新 泉 町
堺井　弘巳	 78	 本　　町
中野　雄一	 62	 浜　　町

◆町内に住所があり、町外に届出書（出生
届・婚姻届・死亡届）を提出した方で、慶
弔欄に掲載希望をされる方は、下記までご
連絡ください。
◎役場住民課　広報統計係
　TEL　８２―２１６４まで

▷�沙留カラオケ歌クラブより町の福祉のためとして

　　社会福祉協議会へ

▷�浜町　中野奈緒美さんより亡夫（故中野雄一さん）の香

典返しを廃して

　　浜町自治会へ

　　社会福祉協議会へ

▷�ふるさと応援寄附として

　11 月は 3,025 名の方から応援いただきました。

ご寄附ありがとうございました。

 ●人のうごき� 11 月末現在　

　人　口　3,440（前月比）     （ − 22 ）（前年比）        （ − 62 ）
　　男　　1,697　　    （ − 21 ）　　　（ − 29 ）
　　女　　1,743　　    （ −   1 ）　　　（ − 33 ）
　世帯数　1,838　　    （ − 23 ）　　　（ ＋   3 ）

ご 寄 附 の お 礼

４日（日曜日）

６日（火曜日）

興部町成人式
役場御用始め
消防団出初式

1月 の 行 事

　　

　12月分の  買
カ

夢
ム

バック賞   抽選結果のお知らせ
（興部町商工会共通商品券 5,000円分×10本）の当選番号は・・・

№８、№２２、 №４０、 №７０、 №１１８ 、 №１３８、 №１５１、 №１６９  、 №２２０、 №２９８です。
　　　※当選された方は抽選券半券をご持参の上、商工会にお立ち寄りください。
　　　　次回（１月分）も抽選を行いますので、この機会に商品券をご利用ください。

◎興部町商工会　興部町旭町（地域産業振興センター内）　℡８２－２２１７

興部町商工会より興部町商工会より

　� 　

固定資産に関するお知らせ
　家屋の新増築（住宅・車庫・物置・倉庫・
牛舎等含む）や取り壊し、所有者変更があ
った場合、課税誤り等の発生を防ぐため必
ず税務財政課税務係へご連絡頂きますよう
ご協力お願い致します。

税務財政課税務係　連絡先（℡ 82 − 2550）

　興部町で安心して子育てをしていただけるよう、子育て
に関する情報をまとめた『興部町子育てガイドブック』を
発行しています。QRコードよりご覧ください。

妊娠・子育てに関する相談は
　子育て世代包括支援センター
　『ここいく』� （℡82−4170）　　　　　　　

 興部町の子育て情報


